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●応用 → 公式を利用して式を整理していく！

＜例題１＞１辺の長さがｐの正方形の花だんのまわりに、

右の図のように幅ａの道がついています。

道のまん中を通る線の長さをℓℓℓℓとすると、この道の面積は

ａℓに等しいことを証明しなさい。

まん中を通る線ℓℓℓℓ

【証明】

道の面積＝正方形の面積－花壇の面積 だから

Ｓ＝( )2－ｐ２

＝ ←展開

＝ ･･･① ←整理

また、道の真ん中を通る線の長さℓは、

ℓ＝４×( ＋ )

＝ ＋ ←ｶｯｺをはずす

よって、ａℓ＝ａ（ ＋ ）

＝ ＋ ･･･② ←ｶｯｺをはずす

①②から Ｓ＝ （結論）

道の面積Ｓ＝道幅道の面積Ｓ＝道幅道の面積Ｓ＝道幅道の面積Ｓ＝道幅ａａａａ×（ ）×（ ）×（ ）×（ ）

ｐ

ｐ ａ正方形

道

＜練習１＞ ℓℓℓℓ

半径ｒの円形の花だんのまわりに、右の図のように

幅ａの道がついています。 r a

この道の面積をＳ，道のまん中を通る円周の長さをℓℓℓℓ

とすると、

Ｓ＝ａℓ （道の面積＝道幅×中央の線の長さ）

となることを証明しなさい。

【ﾋﾝﾄ】公式･･･ 円の面積＝πｒ２ 円周の長さ＝２πｒ

【証明】 道の面積＝円の面積－花壇の面積 だから

Ｓ＝π( ＋ )2－πｒ２

＝π( )－πｒ２ ←2乗の展開

＝ ←πのｶｯｺをはずす

＝ ･･･① ←整理

道のまん中を通る円の半径は、 ＋ｒだから、その周 の長さℓは、

ℓℓℓℓ＝２π（ ＋ ）

＝ ＋ ←ｶｯｺをはずす

この両辺にａをかけると ａℓℓℓℓ＝ａ( ＋ ) ←ここがポイントここがポイントここがポイントここがポイント

＝ ･･･② ←ｶｯｺをはずす

①②より、Ｓ＝ （結論）

＜チャレンジ＞次の図形でも、Ｓ＝ａℓ が成り立つか考えてみよう。
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